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はじめに

ニコラ・トリゴーによる通称『日本殉教史』は、日本
のキリシタンの殉教史を形成する典拠の一つとして、日
本ではキリシタン研究においてしばしば引用されてきた
書物である 1。本書は、まずミュンヘンにおいて 1623 年
にタイトルの若干異なるラテン語版が二パターン刊行さ
れた後、翌 1624 年にフランス語版が出版された。ラテン
語版の正式名称は、『日本でのキリスト教の勝利、もしく
は 1612 年から 1620 年にかけておこったキリスト教に信
仰に対する深刻な迫害について（De Christianis apud 

Iaponios Triumphis: sive gravissima ibidem contra christi 

fidem persuctione exorta anno MDCXII usq. ad annum 

MDCXX.）』と言う 2。一方で、翌年出版されたフランス語
版のタイトルは、少し趣を変えて『日本殉教史：1612 年
から 1620 年まで（Histoire des Martyrs du Japon: depuis l’an 

DCXII jusques à MDCXX.）』となっている。明らかに、日
本での通称はフランス語版のタイトルに拠る（本稿では、
紙面の都合で『日本殉教史』の呼称を便宜的に用いたい）。
両書が有名である理由は、内容もさることながら、その
豪華な挿絵によるところが大きい。ラテン語版には、全 

17 点、フランス語版にはラテン語版の挿絵を組み直した
全 6 点の挿絵が含まれ、日本の戦国時代末期のキリシタ
ンの様子を伝える貴重な画像資料として、これまで認識
されてきたからである。
一般に挿絵は、狭義には図書、雑誌、新聞など情報を
持つテクストの内容を補うために挿入される絵（もしく
は図）を指し、テクスト本文と相互補完的な関係にある
と考えられている 3。従来文学研究においては、挿絵はパ
ラテクストとして、テクストすなわち書物の本文を読む
際に大きな影響を与える要素であると認識されてきた 4。
そうした関係にあって、挿絵は時にはテクストに寄り添

うばかりではなく、西洋中世写本の研究者である松田隆
美の言葉を借りれば、「読書行為に先立って視覚的に認知
され」、時には読者に「内容に対する先入観を形成」させ、
なおかつ「原作者の意図に反して読みを限定」さえする 5。
つまり、挿絵自体も、テクストの補助的な役割を超えて、
時にはテクストの内容を忠実に反映させることなく、読
者の読み方を規定してしまうことすらある。挿絵は、単
に補完物ではなく、テクストそのものであるかのように
分析されるべき対象なのだ。
本論考がとりあげるトリゴーの『日本殉教史』は、ま
さにテクスト本文と挿絵の内容が呼応していない好例で
ある。この書では、挿絵とテクストが、相互補完どころ
か、互いが互いの内容を裏切る関係にある。だからといっ
て、一連の挿絵が創作物として他の作品と切り離され、独
個の浮遊した存在となっているわけではない。書物にお
ける挿絵が、パラテクストと呼ばれ書物の内容に積極的
に関与する存在であるなら、メッセージ性を持つ主体と
して挿絵同士も、相互の関連性を持ちうる。これは、テ
クストであれば、その関連性は間テクスト性として分析
対象となる。間テクスト性は、文字によるテクストであ
れば具体的には引用もしくは剽窃という形で顕れるが、
挿絵に関してはこれまで図像学的な関連性という形で指
摘されてきた。例えば、挿絵版画が与えた図像学的影響
が、物語絵のアレゴリックな創造活動など近世のバロッ
ク絵画において顕著だった事は、木村三郎の一連の研究
で証明されている 6。
トリゴーの『日本殉教史』に見られる図像は、単に前
後に出版された日本関連書籍との関連が指摘されるばか
りでなく、同時代のヨーロッパの日本とは必ずしも関係
しない宗教関連書籍との関連も見いだされる。そこで、本
論文では、挿絵の美術的価値の判断、表現面での巧緻の
審査、真贋の鑑定はその専門家に委ね、主にテクストと
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の関係から挿絵を論じ、更に同時代の書物の挿絵群を意
識しながら図像学的な位置づけを目的とする。また、本
文のテクストとの関係を通じて見える挿絵の創造性
（フィクション性）も指摘した上で、本書の内容や執筆背
景についても考察する。

1．トリゴー『日本殉教史』の内容概略とその構成

『日本殉教史』は、ラテン語版・フランス語版ともに、
扉絵、献辞、序文「読者へ（ラテン語 Ad Lectorum /フラ
ンス語 Au lecteur）」に続く本文および補遺で構成される。
本文は、「リーブル（Livre 直訳すると本）」と呼ばれる五
つの部分で構成される（本稿では紛らわしいため「部」と
する）。各部は細かい章で分割されており、その構成はラ
テン語・フランス語で一致する。一部には二七章、二部
には一七章、三部には二三章、四部には一八章、五部に
は二四章ある。本文の内容は、第一～四部と、第五部お
よび補遺の二つの部分に大別できるだろう。なぜなら、前
者と後者で執筆の時期が大幅に異なり、全体としての原
稿が作者トリゴー自身に推敲されないまま出版されたか
らである。前半部分は、トリゴーがヨーロッパ滞在中に
執筆され、おおむね 1612 年から 1617 年をカバーしてい
る（一部ではそれ以前の時代の回想も入る）。後半部分の
第五部は、1618 ～ 1619 年にかけてゴアで執筆され、1614
～ 1619 年の出来事が語られている。1620 年の出来事は、
補遺で断片的に言及されるに留まる。
第一部では、まず日本の地理的な位置関係が中国との
比較でなされ、その政治体制が説明される。そして、キ
リスト教の迫害に転向していた体制の変化がどのように
表れてきたのかが分析の対象となっている。また、迫害
の予兆として、木の中から十字架の形が出現したという
超常現象の逸話も語られるが、これについては扉絵にお
ける図像表現にも影響しているため、後述する。迫害の
状況は、一つ一つのケースに一章が充てられて完結する
ように描かれている。本全体で、一つの大きな流れを語
るのではなく、各章ごとにまとまった逸話としている構
成であるために、17 世紀を通じドイツ語圏を中心に隆盛
していた日本殉教演劇に翻案されやすかったのではない
かとと考えられる 7。
第二部では、最初に有馬において迫害が継続された理
由が書かれ、その後に、第一部同様に、主に有馬におけ
る個別の殉教者の死の様子が各章で展開される。二部で
は第七章まで有馬の話が続き、第六章において、「王都江
戸（regia Yengo/la ville Royale d’Yendo）」における「皇帝」
の代替わりと、迫害の模様が語られ、その後続の章では
江戸と有馬の話しが両方語られる。

第三部の冒頭には、「皇帝」が新たにキリスト教徒に対
して厳しい対応をとった原因が説かれる。それに続く各
部では、江戸や有馬だけでなく、豊後、筑前、博多、長
崎などの九州の各地に広がった殉教の逸話が、各章で語
られる。また、九州だけでなく、都（京都）、伏見、堺で
の出来事も語られる。二一章では、フィリピンへの日本
のキリスト教徒の追放が語られ、二二部では高山右近の
マニラでの死が取り上げられる。第三部最後尾の二三章
では、日本における殉教ではないが、日本出身者でフィ
リピンに渡りアウグスティヌス会の修道士となったニコ
ラス神父が、徒歩でローマへ行こうと試み、結局モスク
ワで壮絶な殉教を遂げた逸話が語られている。日本での
事例ではないが、近世の世界宣教の波に乗って、このよ
うな遠方まで移動した日本人もいたという記録として貴
重である。
第四部でも、各章で日本全国の様々な殉教の出来事が
語られる。部末に近い二六章では大阪の陣が言及され、
二七章では「公方様（Cubosama、ここでは徳川家康を指
すだろう）」の死が語られる。第四部末尾の一八章は、ラ
テン語は全編唯一の無題の章となっている一方で、フラ
ンス語版では、「本全史に関する考察」と題される。つま
りは結論である。内容的には、ラテン語・フランス語に
も大きな差は見られない。まず日本の殉教の模様が、古
代教会の時代の殉教になぞらえられる。更に、「異端（カ
トリックにとってはプロテスタント）」の脅威にさらされ
るヨーロッパのカトリック教徒にとっても、日本の殉教
者にあらわれる信仰が模範となると締めくくられ、『日本
殉教史』をヨーロッパのカトリック教徒が読む意義が語
られる 8。当初本書は第一部から第四部までで完結する予
定であったため、この位置に本の意義を説くような結論
が見られるのである。
ゴアにおいて執筆された第五部は、第一～四部の原稿
と対照して執筆されたわけではないために、多少重なる
内容が、特に 1615 年と 1616 年に関しては見られる。そ
の重複に対しては、筆者のトリゴー自身も意識しており、
読者に謝ってすらいる 9。しかも、敢えて第一部で前置き
として説明された日本についての説明を第五部の冒頭で
繰り返し、第五部が一つの読み物としても成立しうるよ
うに構成されている。そのために、『日本殉教史』の全体
の構成は、時系列的に語られる第一～四部の後に、新情
報が含まれるものの情報が一部重複する独立した読み物
が接続されている状態となっている。この不均衡な構成
を説明するために、第五部の最初には、他の部にはみら
れない「序言」が再度おかれている。その「序言」では、
第五部が新たに書き加えられるようになった経緯が説明
されている。実際に、第五部は他の部と比較してもかな
り長く、ラテン語版もフランス語版も 100 頁をゆうに超
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える 10。また、第五部冒頭に「序言」が特別におかれて
いたにも関わらず、末尾に本全体の結論が設けられてい
るわけではない。
最終部の第五部が 1619 年 3 月の記述で終わっている
にも関わらず、本書の副題に『1612 年から 1620 年にかけ
ておこったキリスト教に信仰に対する深刻な迫害につい
て』とある理由は、本書巻末の補遺の部分に含まれた情
報が 1620 年までの情報を含むからである。補遺の最初に
は、「1617、1618、1619、1620 年の日本の教会の状況」と
いう小文があるが、これは固有名詞をなるべく挙げた殉
教者の事跡をほぼ羅列している部分である。この部分の
文責がトリゴーにあるのかは不明である。さらに、長崎
にいたイエズス会の日本管区長マテウス・「コボ」神父
（原文では、ラテン語版 Matthei del Cobo/フランス語版 

Matthieu du Cobo）から、マニラのフィリピン管区長バ レ
リオ・デ ・レデ スマ（Valerio de Ledesma）神父にあてた 

1619 年 10 月 19 日付けの書簡の翻訳が掲載されてい
る 11。ちなみに、手紙の差出人コボ神父は、ポルトガル
人のイエズス会士マテウス・デ・コウロス神父（Mateus 

de Couros, 1568-1633）の間違いである 12。同時代人に東ア
ジアで活躍したスペイン人ドミニコ会宣教師でフアン・
コボ神父（Juan Cobo, ca. 1546-1592）がいるために、混同
されたのだろう 13。この書簡は、イエズス会のカルロ・ス
ピノラ神父（Carlo Spinola, 1565-1622）および、アンブロ
ジオ・フェルナンデス神父（Ambrósio Fernandez, 1551-
1622）が、牢獄に収監された上で、飢えと寒さのために
亡くなった事を伝えている。実は 1620 年当時亡くなった
のはフェルナンデス神父だけで、スピノラ神父は 1622 年
のいわゆる元和大殉教で、他の 24 名のヨーロッパ人宣教
師、30 名の日本人信徒とともに火刑に処せられて亡く
なっている。書簡の筆者のコウロス神父は、監獄内の収
監者の消息が途切れたために、両者の死亡を確信したの
だろう。カルロ・スピノラは、海外宣教から生まれた大
勢の殉教者の中でも、16 世紀半ばのイエズス会が特に顕
彰の対象とした重要人物である 14。『日本殉教史』の本文
テクスト末尾に添えられた手紙の引用が、スピノラの徳
とその殉教を悼み讚える文章で締めくくられていること
からも、改めて近世のイエズス会におけるスピノラの重
要性が伝わってくる。
最後に 1612 年から 1620 年までの犠牲者の名前のリス
トと、宣教拠点（宣教師の住居であった場所）が羅列さ
れている。最期に、フランス語版にのみインデックスが
頁番号なしで 26 頁加えられている。

2．ラテン語版とフランス語版の異同

以上のような構造と内容は、基本的にはラテン語版と

フランス語版で共通する。差異としては、まず冒頭に挙
げた本の題名と献呈先が挙げられる。献呈先が異なるの
は、テクストの言語が異なれば想定される読者も当然変
わってくるため首肯できる。そのために、本の冒頭に掲
げられた献辞の内容も異なる。ドイツ語版は、選帝侯ヴィ
ルヘルム五世（Wilhelm V., 1548 － 1626） とその後継者マ
クシミリアン一世（Maximilian I., 1573-1651）に献呈され
ている。一方で、フランス語版は、「王妃へ（À la Royne

〔Reine〕）」という曖昧な献辞で始まる。フランス語献辞
の内容には、ここで言及される「王妃」がカトリックの
君主の娘であり、二人のカトリックの君主の姉妹であり、
なおかつカトリック教会の長兄たるフランス国王の母た
る人物と褒めそやされている。フランス語版出版時の実
際のフランス王妃は、アンヌ・ドートリッシュ（Anne 

d'Autriche, 1601-1666）だったが、この当時まだ彼女は世
継ぎを産んではいなかった。しかも、彼女はイエズス会
とは結びつきが弱く、むしろイエズス会のライバルで
あったフランシスコ会のフランソワ・フェルナンデス神
父（François Fernandez, ca. 1567-1653）を告解師として、長
年起用していた。一方、マリー・ド・メディシスは、実
際の王妃であった義理の娘の立場を尊重せず、フランス
王妃の称号を自分の権威のためにも保持し続けていた15。
したがって、トリゴーの『日本殉教史』の献呈先は、マ
リー・ド・メディシスと考えられるだろう。また、フラ
ンス語版の献辞は、トリゴーではなくフランス語翻訳者
のピエール・モラン神父（Pierre Morin, 1562-1625）によ
る。
献呈の直後に設けられた一般読者にむけた序文の内容
も、ラテン語版とフランス語版で微妙に異なる。フラン
ス語版の序文は、タイトルページにあしらわれた扉絵に
ついても言及しており、フランス語版がラテン語版とは
異なる扉絵を持つ理由の説明として読むことができる。
特に、ここで言及される扉絵とは、本全体の扉の部分だ
けではなく、各部の最初に設けられた扉絵も指している。
ラテン語版とフランス語版は、挿絵にも異同が認めら
れる。ラテン語版挿絵は、アントワープを拠点にドイツ
語圏から東欧にまで印刷業を一族で担っていた著名なサ
ドラー家のラファエル父子（Raphael. I Sadeler: 1560/61-
1628/1632, Raphael. II: 1584-1627/1632）により描かれた。
ラファエル父子は、トリゴーのために 1616 年頃から働い
ており、トリゴー自身の指示を受けてラテン語版の図像
を作成していた 16。本内部の挿絵には、版画家の署名が
見られない。しかし、扉絵に「図像は、サドラー家によ
る（"Iconibus Sadelerianis"）」とあることから、扉絵だけ
でなく内部もサドラー家とその工房の作品であると考え
るのが自然である。一方、フランス語版は、扉絵の右下
の署名から、ミシェル・ヴァン・ロション（Michel van 
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Loshom, 1601-1647）作と木村三郎により特定された。ロ
ション自身は、著名な版画家とは言い難いが、パリのイ
エズス会とつながりの深かったセバスチャン・クラモワ
ジーの出版業のために図像を提供しており、聖人伝やカ
トリックの宗教書を手がけていた 17。フランス語版の挿
絵も、ラテン語版の挿絵同様署名はないが、フランス語
版とラテン語版は、扉絵以外は図像的にほぼ同じモチー
フが描かれており、なおかつラテン語版の挿絵数点を一
枚に集約するような総括的仕事が施されているため、こ
れらの図像の作成は分業ではなく、まとまって管理され
た可能性が高い。したがって、扉絵と同じくロションか
もしくはその工房が担ったと考えられるだろう。
挿絵の数は、ラテン語版で計 17 点が、テクストの内容
に対応する場所へ挿入されている。一方で、フランス語
版では、第一・二部を除き、各部の冒頭に、部の中で言
及される出来事の挿絵を集約した図像が扉絵として挿入
されている。その関係性を整理すると、以下のような図
となる。このように、第一・二・五部においては、ラテ
ン語版に見られる挿絵がそのままフランス語版に写され
ている。しかし、第三・四部では、ラテン語版の複数の
画像が、フランス語版では（一部の図像は省略されなが
ら）一つの絵柄へとまとめられている。また、第五部の
図像はほぼ同じものであるものの、フランス語版では部
の冒頭に移動させられて、第五部の扉絵として機能して
いる。
フランス語版においてこのような図像の集約が施され

た理由は、版画の数を少なくさせて出版費を節約させる
目的があったかもしれない。しかし、書籍の扉絵という
芸術に、特にフランス語圏では当時特別な役割が期待さ
れていたことも忘れてはいけない。『日本殉教史』のフラ
ンス語訳者であり、またフランス語版の献辞文と序文の
作者であるピエール・モランは、書籍の扉絵に求められ
る役割について、『日本殉教史』の前年に出版された書籍
の序文でこのように語っていた。

巨大で広大な砂漠の中で、神の御前にいると想像なさ
い。そして、その瞑想では、この世界の始まりからの
全ての人間が現れてきます。世界は、あらゆるものの
偉大な母である大地から出でて、現在の生の劇場と
なっているのです…この本にみられる扉絵のように 18。

ここでは、「世界はすなわち劇場である」というルネサン
ス期以降のヨーロッパに頻繁にみられる比喩が用いられ
ている。この表現は、単に当時の社会で演劇に期待され
た役割以上の意味合いを持っている。もともと、「劇場
（ラテン語 Theatrum/英語 Theatre/仏語 théâtre）」とは、ギ
リシャ語テアオマイ（theaomai）の語源である「見る」に
由来し、16 世紀の辞書が示すように、まず第一に「見る
もの」、スペクタクルのことを示していた。しかし、（西
欧の）人間が認知できる世界が格段に広がった 16 世紀の
書物においてこの比喩が用いられる時、それは一瞥で世
界を網羅して把握できるような、全能の神のような目が

部番号 ラテン語版（1623）フランス語版（1624） 図像の内容
1 19 章、p. 75 19 章、p. 93 刀による斬首刑、および生首、遺体
2 15 章、p. 169 15 章、p. 211 キリスト教徒に囲まれた焚刑

12 章、p. 231 2 人の斬首刑と一人の焚刑
3 3 章、p. 204 扉絵へ接合、p. 227 樹木からのつるし上げの刑

16 章、p. 250 コの字型の磔
4 4 章、p. 300 棒たたきの拷問

4 章、p. 305 額への十字の焼き印の拷問、刀による斬首刑、木の棒で足を挟む拷問
5 章、p. 315 扉絵へ接合、p. 368 額への十字の焼き印の拷問、刀による斬首刑
6 章、p. 317 20 人の生首の城外での獄門
6 章、p. 319 裸形で裁かれるキリスト教徒
6 章、p. 321 刑吏に包囲されるキリスト教徒
6 章、p. 323

扉絵へ接合、p. 368
手足をしばられ重しをつけられてつるし上げられる拷問

6 章、p. 325 手足の切断、木の棒で足を挟む拷問
7 章、p. 329 生首の獄門、棒に押し付けられて階段を下るキリスト教徒、棒で叩

かれる信徒たち
7 章、p. 333 刀による斬首刑、バラバラに切断される遺体
8 章、p. 362 木の枠に結びつけられる拷問

5 5 章、p. 464 扉絵、p. 468 磔刑図
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強く意識されている 19。この比喩の背景には、唯一無二
の神がめくるめく地上の出来事をあまねく把握している
というキリスト教的で神聖かつ荘厳な世界観が横たわっ
ている。これは、拡大した世界の多様性を、“それでもそ
の世界も神の視界にあるものである ” として受け入れよ
うとした、西欧近世なりのグローバル感覚の現れでもあ
る。宗教的感覚と強く結びついた概念であるために、「世
界劇場（Theatrum mundi）」の表象には、言葉や理性を超
えた知覚（視覚）によって、一瞬で真理に触れられるよ
うな啓示・徳育的な効果が期待された。そのために、16 
世紀以降「劇場」の言葉は、単に舞台上での連続的な表
現活動だけを意味するのではなく、世界地図、そして世
界の知識を集積した書物などの教育的な媒体を指すため
にも用いられるようになった 20。
しかし、書籍は、言葉という理性によって司られる手
段で編まれたテクストによって構成されている。文章を
読むという行為は時間を要し、図像と違って一瞥で大体
の内容を把握することは困難である。そこで書籍は、扉
絵に本の世界観や内容を集約させるような図像を備える
ことで、「世界劇場」の表象としての期待に応えるように
なった 21。ここに至り、この時代の扉絵は、挿絵とはま
た異なる一つの特殊な芸術表現へと昇華するようになっ
たのである。扉絵は、テクストで表現された出来事を、ま
るで「見ているかのように」忠実に描く目的で作成され
たのではない。書籍が伝えるべく企図された命題を、「一
瞬で悟らせる（見せる）」ために描かれることとなった。
つまり、上記のような「世界の鑑としての劇場」という
概念が普及した時代において、「見る」という行為が、こ
とに書籍に扉絵に関しては、現在とはやや異なる理解を
されていたことを意識しておかなくてはならない。

3.  「見ることは信じること」？―『日本殉教史』
の情報の典拠と情報の信憑性

『日本殉教史』の作者トリゴーは、東アジアに派遣され
た宣教師であったにもかかわらず、実は日本に一度も足
を踏み入れたことがない。したがって、『日本殉教史』に
書かれたことは、トリゴーが自分の目で見て書いた内容
ではないのである。ここで簡単に、トリゴーの略歴を簡
単におさえておこう。
トリゴーは、ドゥエー（Douai）と呼ばれる町出身であ
る。ここは、現在フランス領だが、トリゴー誕生の時点
ではスペイン領フランドルに属していた。トリゴー誕生
の 15 年前には、トレント公会議における対抗宗教改革の
興隆の機運を受けて、フェリペ二世がイエズス会の支援
を受けて神学部を中心とする大学を建設している 22。こ
の地にはイギリスからカトリック教会関係者らが亡命

し、政治宗教的プロパガンダが醸成される環境をつくっ
ていたばかりでなく、多様な言語環境を形成し、相当量
の出版物が刊行される一大学問拠点ともなっていた23。こ
の地で研鑽を積んだトリゴーは、1594 年 11 月 22 日イエ
ズス会に入会し、ガン（Gand）でレトリックの教師を勤
めた後に、科学と東洋の言語の修学が認められ、ヨーロッ
パ外での宣教の道へ進むことが許された。1607 年リスボ
ンを出発し、1610 年に中国に到着後は中国宣教に従事し
た 24。
この時期、日本ではまだキリスト教宣教が継続されて
はいたが、トリゴーは中国滞在中には日本に赴かず、1613
～ 1618 年にかけて、ヨーロッパに一時帰国していた。こ
の滞在は、中国宣教でマテオ・リッチ（Matteo Ricci, 1552-
1610）の後継者となったニッコロ・ロンゴバルド（Nicolò 

Longobardo, 1559-1654）の要請を受けたもので、当時日本
管区から独立していなかった中国管区の独立と、いわゆ
る適応主義による宣教方法をローマ教皇庁から認められ
るよう交渉する使命が与えられていた 25。1615 年にこれ
らの目的を達成すると、トリゴーは 1617 年までイタリ
ア、フランス、ドイツ、フランドル地方の諸都市を訪れ、
各地のカトリック君主に資金援助を要請した 26。この旅
行の目的は、環境の厳しい極東の宣教地に派遣できる若
く健康で有望な人材の確保と、東アジアでのイエズス会
の宣教成功を各地に伝えることでもあった。トリゴーに
より書かれたアジア宣教の成果を伝える一連の著作は、
そうした宣伝活動の一環でもあった。著名な『基督教遠
征中国記（De Christiana Expeditione apud Sinas suscepta ab 

Societate lesu）』も含め、多くがこの時期に執筆・刊行さ
れている 27。『日本殉教史』も例にもれず、テクストの第
一～四部は、この時期に邂逅した選帝侯ヴィルヘルム五
世とその後継者マクシミリアン一世の期待に応えるため
に執筆され始めたと考えられる（本は出版時にかれらに
献呈されている）。
ヨーロッパ滞在中であるにも関わらず、トリゴーが『日
本殉教史』の大半（第一～四部）をヨーロッパで書き上
げることが出来たのは、日本から送付された年報（Literae 

Annuae）と呼ばれる、一年単位で執筆された複数の宣教
師の現地からの総括レポートを読むことが出来ていたか
らである。トリゴーが『日本殉教史』執筆の直前に刊行
した日本関連書籍に、『日本のキリスト教の出来事（Rei 

christianae apud Iaponios）28』（1615）があるが、これは日
本へ派遣されたポルトガル人イエズス会士ホアン・ロ
ド ゥリーゲ ス・ジ ラン神父（João Rodrigues Giram, 1556-
1629）の 1609 ～ 1612 年の年報をもとにしている。後に
執筆された『日本殉教史』の第五部も、トリゴーがヨー
ロッパから中国へ戻る途上で、ゴアに届けられた日本か
らの年報に基づいて、ゴアで執筆されている。
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さらに、トリゴーの第三、四部の記述は、同時期に出
版されたスペイン人イエズス会宣教師ペドロ・モレホン
（Pedro Moréjon, 1562-1639）とルイス・ピニェイロ（Luis 

Pinheiro もしくは Piñ eyro, Piñ eiro, 1560-1620）による殉教
伝に、内容的に多くの情報を依拠している。モレホンは、
有名な天正少年使節団の日本帰国につきそって来日し、
マニラへ追放されたキリシタン大名、高山右近（1552-
1615）に伴って日本を発った宣教師である 29。モレホン
は、マニラで病死した高山右近を看取り、メキシコのア
カプルコを経由してスペインへ渡っている。アカプルコ
では、すでに『日本の教会が経験した迫害の記録：1614
年と1615年に我等の聖なる教えを守り栄光のもとに命を
失った素晴らしき殉教者たち 30』（1616）を刊行し、その
翌年マドリッドでもほぼ同じ題名・内容を擁する本を刊
行した 31。さらにモレホンの『殉教伝』は、イエズス会
ポルトガル管区の在マドリッド管区長代理ルイス・ピ
ニェイロにより再構築された 32。この作品の編纂には、モ
レホン自身も協力し、『1612 年から 1615 年にかけて日本
王国でわれらの聖なる信仰におこった出来事』として、
1617 年に出版されている 33。
つまり、トリゴーの『日本殉教史』は、年報や既存の
殉教伝など二次、三次的な情報に依拠し物語として再構
築された作品である。ただこれは、同時代にヨーロッパ
で普及した海外宣教関連の書籍としては一般的な傾向で
ある。例えば、前述の『基督教遠征中国記』は、マテオ・
リッチが 1608 ～ 1611 年に執筆した報告書のかなり自由
なラテン語翻訳で、翻訳というよりリッチの情報を換骨
奪胎した作品である 34。しかも、この書はラテン語で刊
行された後に、独・伊・西・仏語に翻訳されよく読まれ、
中国情報を当時のヨーロッパに広く普及させた。現在で
こそジャーナリズムにおける現場主義は、情報の信頼性
を担保する要素として重要視されるが、当時はどのよう
に受け止められたのだろうか。
トリゴー自身、この問題は強く意識していたらしく、ラ
テン語版の序文では自ら以下のように述べている。

実際、日本には、一度も行ったことはないし、またこ
の使命から解かれたけれども（つまり日本の宣教の仕
事にはつかなかったが）、（ここに書かれていることを）
信じて欲しいと敢えてお願いしました。まずは読んで、
その内容を楽しんでほしいのです。神の手によってい
まだ語られていない物事を見て、あなたの心は驚嘆し、
広がるでしょう。大体の時間は、古代の人々がわれら
に伝えた驚嘆すべき物事と、似たようなことを読むこ
とになるでしょう 35。（下線部筆者）

驚くことに、ここでトリゴーは、『日本殉教史』に書かれ

た事柄の全てが伝聞であると打ち明けた上で、それでも
内容を信じて欲しいと読者に請うている。
一方で、トリゴーではなく翻訳者ピエール・モランに
より執筆されたフランス語版の序文においては、「筆者の
トリゴーが日本に一度も行ったことはない」事実は明言
されず、以下のように表現される。

親愛なる読者よ、『日本殉教史』と題する本書を読も
うとして、おそらくはこの扉絵に目をとめたことで
しょう。日本とはなにかもご存知なく、一度も日本
について話されているのを聞いた事もないでしょう
から。もしそうでしたら、お願いですのでこの前書
きを辛抱強く読んでみてください。真実に対して、不
都合な判断をくだしてみたり、ここで読まれる物語
は、思うがままにつくられたものだと考える前に。あ
なたが未だ曾て見たこともないものは沢山ありま
す。そして、それでもあなたが疑いなく信じている
ものも沢山あるのです。私の、人間への信頼、また
神への信仰は、見たものによるのではなく、信頼に
価する証言によっているのです 36。（下線部筆者）

フランス語版では、読者が見た事もない出来事について
物語るにあたり、まずは読者の信頼を得たいと主張して
いるのである。また、「見たこともないものを信じる」と
いう行為を神への信仰になぞらえる巧妙なレトリック
で、直感的な知覚の崇高さ、宗教性すら強調する。そし
て、見たこともない内容を信じるための端緒として、扉
絵に言及している。また、図像の役割についても、同じ
く序文において以下のように説明される。

あなたが、この国（日本）の暴君が行う固有の拷問
を、ここで読まれてもそれを理解するのはとても難
しいので、印刷屋に各本の冒頭に図版を刷らせまし
た。その図版に頼ったら、その拷問がどんなものか
が完璧におわかりになることでしょう。読みながら、
（文章にあるのと）同じ拷問の図を目にする時にはな
おさらです 37。

ここでは、挿絵とテクストの内容的な整合性が強調され、
各章の冒頭に設けられた扉絵の働きにより、その部分の
内容がより簡単に理解できることを保証している。フラ
ンス語版では、書籍に挿入される扉絵の力が、まさに一
つのテクストとしてより強く意識されていたために、ラ
テン語版とは異なる挿絵の構成が試みられたと言えるだ
ろう。
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4．  テクストを裏切る絵―日本図像の背景にある
宗教改革期の殉教図

フランス語版『日本殉教史』では、序文で保証された
「見る」ことによる信憑性を保つために、ラテン語版に見
られた画像が意識的に削除されている。というのもラテ
ン語版『日本殉教史』では、文章内の説明が無視されて、
内容からは若干飛躍した挿絵が描かれていることがある
のだ。例えば、小浜の住人であったジェルマン・ゴロス
ケ（Germain Gorosuque）なる人物に与えられた拷問の挿
絵がそうである。本文によれば、ゴロスケの受けた仕打
ちは以下のようなものだった。

役人の前に最初に裁かれたのが、小浜の町の住人で、
41 歳になるゲルマン・ゴロスケだった。ゴロスケは、
どのような評定が彼に裁定されたのかは知らないま
ま、どうせ頭をはねられることになるだろうと考え
た。そこですぐに、死刑執行人の前に跪いて、その
首をさしだした。しかし、ゴロスケの予想は間違っ
ていた。というのも、彼は、地面に十字架のように
交差して組まれた二本の木に寝かせられて、そこに
しっかりと結びつけられたからである 38。（下線部筆
者）

この記述に拠れば、ゴロスケは、地べたにおかれた十字
架の上に、まるで磔刑のように結びつけられたというこ
とになる。ところが、この記述に相当する挿絵は、［図 1］
のようになっている。テクストでは十字であったはずの
刑具が、挿絵では四角い枠のような拷問具に変化させら
れている。

実は、この拷問具は「ラック（Rack）」すなわち棚（枠）
とも言われ、16 世紀のヨーロッパでは、ロンドン塔での

尋問やスペインの異端審問においても頻繁に用いられて
いた 39。それゆえこの拷問は、トリゴーの本の刊行以前
にも宗教改革期の殉教伝では頻繁に図像化されていた。
その嚆矢は、ジョン・フォックス（John Foxe, 1516/1517 
-1587）の『行動と記念碑（Acts and Monuments, もしくは
単にフォックスの殉教の書 , Foxe’s Book of Martyrs）』（初
版 1563）に見られる（その後の再版 1570、1576、1583 年
の版でも反復される）［図 2］40。『フォックスの殉教の書』
は、プロテスタントがカトリックのメアリー一世の元で
受けた迫害を告発したものである。プロテスタントは、基
本的には聖像の造像には批判的な立場をとっていたが、
『殉教の書』には腕の良い職人に造らせた多彩な殉教図が
掲載されている。これは、カトリックにおける「偽の殉
教者」に対して効果的に反 する意図が込められてい
た 41。［図 2］に表現される拷問は、カスバート・シムソ
ン（Cuthbert Simson, ?-1558）という名のプロテスタント
が、異端であるとの糾弾を受けてロンドン塔で受けた仕
打ちに基づく。

しかし、同じラックの拷問を受けた上で、イエズス会
士エドマンド・キャンピオン（Edmund Campion, 1540-
1581）がエリザベス一世に処刑されると、フォックスの
殉教伝に呼応するかのように、同じ拷問の挿絵を収めた
カトリックの殉教伝が直ちに出版された。その殉教伝の
本文は、キャンピオンと同じイエズス会士のロバート・
パーソンズ（Robert Parsons, 1546-1610）により著され、イ
ングランドの領土内ではなく、ボローニャ出版と偽装さ
れて、その実イングランドからの移民が多かったルーア
ンにおいて『イングランドの迫害についての書簡（De 

persecutione Anglicana epistola）』（1581）と題して印刷さ
れた 42。本書は、『イングランドの迫害についての小冊子
（De persecutione Anglicana libellus）』（1582）と名前を変え
て、パリそしてローマでは少なくとも二刷の増刷が成さ
れたほか 43、『イングランド迫害についての釈義（De 

図 1

図 2



56. BULLETIN Vol.65  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS

persecutione Anglicana commentariolus）』の題でインゴル
シュタットで出版された 44。これらは題名や出版地・出
版社は異なるものの、本文に関してはほぼ全て同じ内容
の書籍となっている 45。

一方で、この事件を図像化したのが、リシャール・ヴェ
ルステガン（Richard Verstegan, a.k.a. Richards Rowlands, 

1550-1640）である。キャンピオンの最初の殉教伝がルー
アンで 1581 年に出版されたのを受けて印刷されたの
が、『現在のイギリスの教会図譜（Praesentis ecclesiae 

anglicanae typus）』（1582）である 46。これは、現存しない
六葉の木版図像が一体化された一枚の紙で、前述のパー
ソンズの『イングランドの迫害についての小冊子』が、
ローマのジョルジオ・フェラーリ（Giorgio Ferrari）の元
で出版された際に、ヴェルステガンの図像がパーソンズ
の本の挿絵として挿入された。［図 3］ヴェルステガンは、
イギリスで同種の印刷物を作成した廉で追及されたため
にフランスへ亡命し、1583 年末にパリで秘密裏に『信仰
のためにイギリスでカトリックが耐えた様々な残虐につ
いての短い記録 47』を再印刷した挙げ句、フランスでも
二週間投獄されてしまった 48。本書には、［図 3］をふま
えた挿絵［図 4］が印刷され、そこには以下のような説明
書きがなされた。

とある木造の装置は、その上に神父たちの四肢が横
たえられ拘束されるもので、この様に伸ばして痛め
つけさせる。しばしば痛みの激しさに死んでしまう。
われらの先祖は、世界で最も邪悪な人間に対してで
あったとしても、いまだかつてこのように残虐な拷
問を、行ったことはなかった。今日では、良き純粋
なカトリック信者に対して、われらが敵（のプロテ
スタント）がやっていることだ 49。

ここでは、本来カトリック君主治下の刑罰としても行わ
れていたラックの拷問は、プロテスタントの未曾有の残
虐さを示す「史上初の」拷問としてたてまつりあげられ
る事となった。
本書は、1584 年の春ヴェルステガンがローマへ赴いた
折りに、ラテン語でも再出版され、その銅版画はジョバ
ンニ・バッティスタ・カバリエーリ（Giovanni Battista di 

Cavallieri）によってコピーされた 50。このカバリエーリ
は、著名な版画の連作『イギリス教会の勲章（Ecclesiae 

anglicanae Trophaea）』（1584）によって知られる。この版
画の連作自体は、ニッコロ・チルキニャーニ（Niccolò 

Circignani, 若しくはポメランチオ Pomerancio, 1530/1535-
ca. 1590）の手がけた聖トマス教会（S. Tommaso di 

Canterbury）の壁画を記録したものである 52。残念ながら、
この教会は現在はもう遺されていないため、カバリエー
リの版画がチルキニャーニの壁画のよすがを伝える唯一
の画像資料となる。この版画の連作の第 31 葉は、キャン
ピオンの受けたラックの拷問の画像にあてられており、
この図様は、パーソンズ作の殉教伝、そしてそれに依拠
したヴェルステガンの殉教伝に通じるものである［図 5］。
カバリエーリの版画の連作の一部であるということは、
このラックによる拷問図像は、聖トマス教会の壁画の一
部であったということである。この教会は、ローマのイ
エズス会が運営するイギリス学院に併設の教会で、イギ
リス出身のイエズス会士候補生が修学する場所でもあ
り、公共性も高い場所であった。
実は、この学院の設立に尽力したイングランド出身の
枢機卿で亡命者のウィリアム・アレン（William Allen, 

1532‒1594）も、前述のキャンピオンの殉教を讚える著
作を執筆していた。これは、『12 人の尊敬すべき神父た
ちの栄光ある殉教略史（A Briefe Historie of the Glorious 

Martyrdom of Twelve Reverend Priests）』と題され 1583 年
に出版されており、同年にマチェラータ（Macerata）で
出版されたアレンの殉教伝のイタリア語版（Historia del 

glorioso martirio di sedici sacerdoti）には、前述のパーソン
ズの殉教伝にみられた版画と類似する図像が掲載され

図 3

図 4
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た。聖トマス教会の壁画の成立年が明確には分からない
ため、これらの一連の版画と壁画のどちらが先行してい
たのかは不明である 52。

ただ、こうした一連の図像の存在を通じ、皮肉にもプ
ロテスタントの殉教伝に掲載された拷問図と類似する図
像が、ヨーロッパ各地で出版されたカトリックのキャン
ピオンの殉教伝に次々に転載されることで流布していた
事が分かる。しかもその図像は、ローマでカトリックの
殉教者を顕彰する記念碑的な壁画の連作の一部へと昇華
した。そして、その壁画も版画化されて普及された。そ
れほど、この拷問図は汎ヨーロッパ的に普及した図像で
あったといえるだろう。
本図像の流布に関わった前述のヴェルステガンは、
ローマ滞在後フランドルへ亡命し、スペイン君主からの
年金の授与という生活上の保証を得た。そこでヴェルス
テガンは、アントワープを拠点に、イギリスのカトリッ
クのプロパガンダを担う出版事業に携わり、数々の書籍
を世に出した 53。アントワープは、トリゴーの『日本殉
教史』のラテン語版の挿絵を担当したラファエル・サド
ラー父子も拠点としていた地であり、当然の事ながら、殉
教伝を図像化するにあたり、既出の著名な殉教図を参考
にした可能性が高い。
実は、『日本殉教史』内には、挿絵で図像化されていな
い殉教者も大勢登場する。テクストで語られる全ての殉
教者が図像化の対象となっていない以上、図像化の選択
もまたある種の意味を持つはずである。なぜ「地面で木
にしばりつけられる拷問」を受けたジェルマン・ゴロス
ケが、特に図像化の対象に選ばれたのか。ラテン語版序
文では、「神の手によっていまだ語られていない物事を見
て、あなたの心は驚嘆し、広がるでしょう。（下線部筆
者）」と断られてはいるが、実際に図像化されたのは、ヨー
ロッパで普及した図像に通じる既視感のある拷問であっ
た。
逆に、未だ曾てヨーロッパでは試されたことのない日
本特有の拷問については、ラテン語版・フランス語版と

もに絵画化の対象となっていない。例えば、「俵責め」と
呼ばれる拷問がある。これは、実際に日本に存在した拷
問方法で、きつく縛りつけた人間を一人ずつ米俵で巻き、
そのまま河原、馬場、砂浜などの戸外に重ねて放置して、
棄教を促した。その模様は『吉利支丹物語　下』にある
挿絵の通りである［図 6］54。この拷問方法については、
日本に遺される数々のキリシタン文学（『南蛮寺興廃記』、
『吉利支丹物語』）にも記録されているほか、ごろごろと
人間を転がす形態から、この拷問が棄教を示す「転ぶ」と
いう言葉の語源になったともされている 55。つまり、日
本においてはそれだけ普及しており、キリシタンに対し
ての典型的な拷問とみなされていた事が分かる。確かに
この拷問については、トリゴーもその著作の中で度々言
及しており、その説明は以下の通りである。米俵が存在
しないヨーロッパの読者にむけて、米俵の説明に苦労し
ているのがうかがわれる箇所である。

女子供を連れてきて、それぞれを藁の袋（これは日
本人がかれらの米や穀物を入れておく袋）に入れて、
頭を袋の外に出しておく以外は、四肢が自由に動か
せなくなるほどしっかり縛る 56。

この方法で単に苦しめられただけでなく、死に至り殉教
したケースもトリゴーの『日本殉教史』では語られる。京
都で 1614 年に死亡したベノワ（ラテン語版 Benedictus/フ
ランス語版 Benoît）呼ばれるキリシタン 57、安房（Aua）
の「王子」であったジャン（ラテン語版 Ioanne/フランス
語版 Iean）とその妻マグダレーナ（ラテン語版 Magdalena/

フランス語版 Magdalene）の死がそうである 58。
フランス語版序文では「この国（日本）の暴君が行う
固有の拷問を、ここで読まれてもそれを理解するのはと

図 5
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ても難しいので、印刷屋に各本の冒頭に図版を刷らせま
した。その図版に頼ったら、その拷問がどんなものかが
完璧におわかりになることでしょう。」と述べられていた
にもかかわらず、「俵責め」のような日本固有の拷問はト
リゴーの作品内で実は一例も図像化されないのである。
図像化されたのは、いずれもヨーロッパにおいてすでに
類似の刑が試行されているか、もしくは図像化された
ケースばかりである。
ラテン語版序文では、「古代の人々がわれらに伝えた驚
嘆すべき物事と、似たようなことを読むことになるで
しょう」と述べられていたが、実際に特に好まれて図像
化されているのが、古代の殉教者に通じる拷問の図であ
る。
一例を挙げると、アダム・荒川（ラテン語版 Adam 

Aracaua/フランス語版 Adam Aracava）が受けた拷問がそ
うで、それは以下の通りであった。

アダムは、どんな場所よりも人通りの激しい辻に引
きたてられた。そして、そこで十字架のようなもの
にかけられた。その上では、恥辱や痛みがそれほど
ではないために、その処刑ではどうしても死に至ら
しめられることはなかった。地面から八～九の高さ
で、五の間隔の二本の柱を立て、それぞれの頂点を
つなぐ一本の棒をわたして、その棒と両方の柱に処
刑される人がくくりつけられた。アダムは座ること
もできないままで、これに少し寄りかからされた。上
の方には縄が張られていたため、そこに頭をのせて
少しの休息はとることができた。こうしてアダムは、
この装置の二本の柱には触れないままで縄にくくら
れ、地面にはつま先がふれない状態に留めおかれた。
この状態で、アダムはまるまる九日を過ごし、聖土
曜日になった 59。

テクストに拠れば、現代の運動具の鉄棒のような形状の
コの字型の枠にアダムが縛られ、地面に足も触れず身体
を宙に浮かせた状態でぶら下げられていたということに
なる。柱の高さを伝える長さの単位は本文に明記されな
いため、詳しい大きさは分からないが、足がつかない程
度ということで、大きくとも高さ 2メートル弱、幅は 1．
5メートル前後だったのではないだろうか。この拷問の図
像［図 7・8（8では拷問集約図の部分）］は、柱の間にわ
たしてある縄が棒となっている以外は、おおむねテクス
トに呼応しているものが描かれているが、他の悲惨な拷
問や殉教者をさしおいて、なぜ特にこの人物の受けた拷
問が図像化されたのだろうか。

実はこの拷問図に似通う図像が、ローマのステファノ・
ロトンド教会の壁画に見られる［図 9］。これは、ローマ
帝国のゴティクス二世（Gothicus II., r. 268-270）の元で
様々な拷問にかけられて殉教したペルシャ人の一家聖マ
リウス（Marius）、その妻の聖マルタ（Marthe）、その息子
達アウディファクス（Audifax）とアバクム（Abacum）が
受けた拷問と殉教が描いた図である 60。古代ローマの殉
教を主題とする三〇点あった図像の一点で、上記聖トマ
ス教会の殉教連作壁画の作者でもあったチルキニャーニ
に描かれている（この壁画は幸運なことに現存してい
る）61。聖マリウスらは、伝統的に殉教録に名を連ねてき
た聖人たちであるが、具体的にどのような拷問を受けた
のかについては、詳細が知られていない 62。そのため、ロ
トンド教会の壁画において聖マリウスを描くにあたり、
どのような史実に基づき、この図像が描かれたのかは定
かではない。しかし、当時トレント公会議でも影響力を
奮った有力者ガブリエル・パレオッティ枢機卿（Gabriele 

Paleotti, 1522-1597）にも、ロトンド教会の壁画が “ 徳育

図 7
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的 ”であることが公認されていた 63。

1580 年代から 16 世紀末にかけてのローマは、ロトンド
教会の壁画に限らず、様々な殉教図が教会や学校の内部
に描かれ、新たな殉教図創造の中心地となっていた。中
でもイエズス会は、上記聖トマス教会の殉教連作壁画以
外にも、ローマ・イエズス会学校の一部ドイツ・ハンガ
リー学校（Collegium Germanicum et Hungaricum）の壁画、
さらにイエズス会修練院（クリナーレ宮殿）内部、そし
て修練院のためのサン・ヴィターレ教会も殉教者図像で
装飾したとされる 64。また、1590 年に、古代のキリスト
教徒の墓所（カタコンブ）がローマで新たに確認された
ことから、文字通り原始教会の殉教者の礎の上にある正
統な教会としての矜持を、カトリック教会が再確認する
ことになった。新たに発掘された殉教者の遺体が、聖遺
物としてヨーロッパ各地に分配されることにより、ロー
マ発の殉教者崇敬は地平的な広がりを伴い発展した65。そ
れだけでなく、ロトンド教会、聖トマス教会、ドイツ・
ハンガリー学校の三箇所の壁画は、全てが上述の版画家
カバリエーリにより出版されたために、印刷物を通じ
ヨーロッパ中にその図像を普及させることができた66。こ
れらの図像は、その後のイエズス会およびカトリックの
殉教図像造像の方針に、大きな影響力をもつことになっ
た 67。
トリゴーの『日本殉教史』から、特にアダム・荒川の
テクストが図像化されたのは、作者のトリゴー自身が
ローマ滞在中に、一連の殉教壁画をを目にしていて、そ
こからインスピレーションを受けていた可能性がある。
上述したように、トリゴーは本書のラテン語版の挿絵に
関しては、サドラー父子と連絡を取り自ら指示を出して
いた。もう一つの可能性は、その箇所を読んだ挿絵画家
サドラー父子にとって、その拷問が著名なロトンド教会
の壁画（すなわちカバリエーリの版画）を想起させるも
のであったからではないかと考えられる［図 10］。版画に
は、背景に山がそびえ、人が刀で斬首されんばかりとなっ
ている様子などが描かれ、その細部は『日本殉教史』の

アダム・荒川の拷問図［図 7］と奇妙に一致する。

アダム・荒川の拷問図に限らず、実は『日本殉教史』の
挿絵は、カバリエーリの三点の版画集の細かい箇所から、
ほかにも様々なモチーフを採っている。例えば、第 3部
における樹木からのつるし上げの刑（ラテン語 p. 204、仏
語 p. 227）は、『武装した教会の勝利（Ecclesiae militantis 

triumphi）』の第 25 葉に見られるほか、第 4部の手足をし
ばられ重しをつけられてつるし上げられる拷問（ラテン
語 p. 323、仏語 p. 368）は、『イギリス教会の勲章』の第 

34 葉に見られる 68。斬首の図像は、カバリエーリの版画
と『日本殉教史』の挿絵においては、背景での細かい描
き込みを入れると、全編で頻繁に出てくるために、改め
て比較する必要がないほどである。
また、『日本殉教史』の挿絵に登場する拷問器具は、ア
ントニオ・ガローニオ（Antonio Gallonio, 1556-1605）に
より『殉教の緒装置と様々な殉教方法についての概論
（Trattato degli instrumenti di martirio e delle varie maniere di 

martirizar）』（1591）で紹介された装置に通じるものがあ
る 69。本書は、古代の殉教者が受けてきた拷問や殉教の
模様を、その器具に焦点をあてて図解した本で、イタリ
ア語が出版された後に、ラテン語、そしてフランス語も
出版され、ベストセラーとなったとされる 70。
このように、トリゴーの『日本殉教史』の挿絵は、す
でにヨーロッパで流布し、浸透していた先行の殉教図像
との関連性が強く認められる。ラテン語版の序文で、ト
リゴー自身が「大体の時間は、古代の人々がわれらに伝
えた驚嘆すべき物事と、似たようなことを読むことにな
るでしょう」と述べた通り、古代の殉教者に通じるよう
な拷問が、特に好んで選ばれて図像化されている。挿絵
はテクストの説明の補完として挿入されているわけでは
なく、ヨーロッパの読者に、「見たことがなかった」とし
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ても「信じて」もらえるために、ヨーロッパの当時の文
脈において受け入れやすい主題が意図的に選択され、説
得力を持たせるために、既存の殉教図像が意識されなが
ら描かれたのだ。

5．  出来すぎた殉教
―日本での磔刑へのそれぞれの反応

既視感をたたえた殉教図を、「見たこともない日本」の
殉教図として提示することで、トリゴーの『日本殉教史』
はヨーロッパの読者にその内容を真理として知覚させる
ことができたのだろうか。フランス語版では、トリゴー
が日本を実際に見たことはないという事実が巧妙なレト
リックで伏せられ、テクストを逸脱したジェルマン・ゴ
ロスケの挿絵が省かれるなど、ラテン語版に比べて注意
が払われている。その背景には、フランスでのイエズス
会の不安定な立場があるだろう。
実際、イエズス会はすでに 1594-1603 年にかけてフラ

ンスから追放されており、その後宮廷内に告解師として
入ったイエズス会士は、そこでの確執に翻弄された。『日
本殉教史』のフランス語版が出版された 1624 年は、図ら
ずもイエズス会士カルロ・スクリバーニ（Carlo Scribani, 

1561-1629）が『キリスト者の政治（Politicus christianus）』
（1624）をアントワープを出版したのだが、イエズス会に
よる婉曲的なフランス王政への批判として捉えられ、フ
ランス国内で問題視された 71。こうしたイエズス会の筆
禍事件は、その後もフランスで起こっている 72。しかし、
フランスにおけるイエズス会への不信感を最もよく表現
していると思われるのが、プロテスタントの文人アグ 

リッパ・ドービニエ（Agrippa d’Aubigné, 1552-1630）によ
り書かれた『サンシー殿のカトリック告白（Confession 

catholique du Sieur de Sancy）』（1598）における（間接的
な）イエズス会批判である。この作品は、プロテスタン
トからカトリックに改宗した実在人物ニコラ・ド・アル
レーもしくはサンシー殿（Nicolas de Harlay, sieur de Sancy, 

1546-1629）に仮託された告白文書である。内容は、カト
リックの立場を擁護してるように見えて、その実カト
リックの信仰を笑いものにする痛烈な皮肉となってい
る 73。そこでは、日本における殉教を伝えるイエズス会
士について、以下のように語られる。

…（前略）…日本で は、イエズ ス会士たちが言うこ
とには、イエズ ス会士が 磔刑にされ、大いなる奇
蹟を起こしたということだ 。こうしたことは、日本
以外で は起こり得ない。なぜ なら他の国々で は信
心など ないからだ 。それが 本当かど うか見に行か
せるよう、フランスのあらゆるユグ ノーどもを、処

罰せねばなるまい 74。（下線部筆者）

ここでは、「日本には他の場所では見られない信心があ
るために、日本でしか起きない殉教や奇跡がある」とい
う、トリゴーの『日本殉教史』序文でも展開されたよう
な論が、大仰に再現される。そして、それを信じられな
いプロテスタントらを「それが本当かどうか見に行かせ
る」べきだと主張する。これは、逆説的に「本当かどう
か見に行って確かめられないような」日本の出来事を喧
伝するイエズス会士を批判し、皮肉っているのである。
このドービニエの批判の矛先が、日本の殉教事象一般
についてされているのではなく、「磔刑」であることに注
目したい。実は、この批判が書かれた前年、1597 年の長
崎で、日本人・外国人を含む 26 人の宣教師及びキリスト
教徒が磔の刑に処され亡くなっている。彼らこそ、現在
「日本二十六聖人」の名でも知られる著名な殉教者であ
る。処刑された当時、イエス・キリストと同じく十字架
において処されたというインパクトのために、その
ニュースは直ちにヨーロッパへ報告された 75。十字架に
おける刑は、日本では磔と呼ばれ、戦国時代から江戸時
代にかけては効果的な見せしめとして頻繁に施行され、
この26人への刑もキリスト教における意味が深く理解さ
れないまま執行された 76。しかし、同時期のヨーロッパ
では、罪人にキリストと同じ死を与える事で英雄視され
ては困るという観点から、特に異端者の処刑には磔刑が
避けられて、聖遺物すら残さない焚刑が常套的な処刑方
法であった 77。そのため、日本で実際に磔が行われたと
いう知らせは、キリスト教を奉じる世界中の人々に、大
きな衝撃とともに受け止められ、ヨーロッパ緒言語に直
ちに翻訳された 78。上記のドービニエの文章は、磔刑が
あまりにも出来すぎた殉教であることから生まれる当時
のヨーロッパの人々の猜疑心を良く表現したものと言え
よう。
この時犠牲となった 26 人の内訳は、フランシスコ会の
宣教師が 6人、フランシスコ会関係者の信徒が 17 人、イ
エズス会士が 3人であった。殉教者の大多数がフランシ
スコ会士であった事もあり、ヨーロッパではフランシス
コ会が、この殉教者の聖性をいち早くローマ教皇庁に認
めさせようと試みた。というのも、対抗宗教改革の一環
として、多すぎる聖人の選定に慎重となっていた教皇庁
は、1588 年以降聖人の基準を厳格化し、教皇庁の許可な
き聖人への崇拝を固く取り締まるようになっていたから
である。日本での宣教では、イエズス会に大きな遅れを
とっていたフランシスコ会は、新たに出来た列福制度に
のっとって、この 26 人の聖性を教皇庁に公認させること
で、日本の公式の「最初の殉教者」をフランシスコ会か
ら輩出するという名誉も狙っていた。そのため、フラン
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シスコ会は、（イエズス会士三人を除く）二十三人の図像
を盛んに作成した 79。
一方で、日本での「生きた」宣教活動への見込みを捨
てていなかったイエズス会は、日本での宣教の犠牲者を
安易に「殉教者」という名の英雄にすることに躊躇して
いた 80。そのために、イエズス会は教皇庁にこの殉教者
たちの列福を申請する事にも当初積極的ではなかった。
しかも、1600 年前後のイエズス会にとっては、日本での
殉教者よりも、会の創立者イグナチウス・ロヨラや、会
の創立メンバーで東アジア宣教の立て役者であるフラン
シスコ・ザビエルらの聖性を認可させる事の方が重要で
あった。
列福運動にあたり、イエズス会とフランシスコ会の足
並みがそろっていなかった事もあり、その動きは一時期
停滞する。列福作業が再び動き始める契機となったのが、
フランシスコ会が主導した支倉常長の率いる慶長使節団
のローマ訪問（1615 年）であった 81。この使節団は、イ
エズス会が組織した天正少年使節団（1585 年ローマ到着）
に対抗したもので、フランシスコ会による日本への宣教
活動の「成功」を、教皇庁とヨーロッパ各国に印象づけ
る事にもなった。一方、日本での宣教活動では、フラン
シスコ会の一方先に進んでいたはずのイエズス会は、日
本での 1613 年 12 月の「伴天連追放文」の発布および 1614 
年に実施された宣教師およびキリシタンの国外追放の責
任を問われる立場にあった。トリゴーが『日本殉教伝』執
筆において依拠した上述のピニェイロの殉教伝は、その
責を受けて、イエズス会を擁護するためにも執筆されて
いる 82。
トリゴーも、自分の『日本殉教史』が、日本における
イエズス会の立場を擁護する作品である必要性をひしひ
しと感じてたはずである。そのために、トリゴーがとっ
たのが、未公刊資料である年報と書簡に依拠した第五部
の執筆であった。

6．  イエズス会の磔刑図―トリゴー『日本殉教史』
に第五部が追加されたわけ

本稿第一節で述べたように、『日本殉教史』は、二段階
の異なる場所・異なる時期での執筆を経た部分で構成さ
れている。第一～四部までは、トリゴーのヨーロッパ滞
在中に執筆され、その原稿はトリゴーが中国へ旅立つに
あたりヨーロッパに残したと本人が本文中で語ってい
る 83。これは、危険な航海で万が一原稿が失われるのを
避けるためでもあったが、そもそも第四部末尾には本全
体の結語も書かれ、また多くの挿絵が第四部の殉教を描
いていることからも、本来なら四部までで完結すべき殉
教伝であったはずである。整合性のとれた構成を犠牲に

してまで、なぜ第五部が『日本殉教史』に加えられたの
か、その理由を探りたい。
『日本殉教史』の原稿を残し、1618 年 4 月リスボンの港
を出立したトリゴーは、中国へ向かう経由地であるイン
ドのゴアに同年 10 月に到着した 84。そして、当地で新た
に日本からの最新の書簡や年報を受け取った。当時は日
本からの書簡は、マカオとゴアを経由するか、マニラと
スペイン統治下の中米を経由してヨーロッパに到達して
いた。要するにゴアでトリゴーが手にした書簡は、まだ
ヨーロッパには届いていない新情報で、この情報を得た
トリゴーは、ゴアから以下のような書簡をヨーロッパに
送付している。

…日本についても少しお知らせします。（中略）長崎で
はキリスト教会はおよそ半年の間平穏を保っていまし
たが、時宜悪くたくさんの会の修道士がいたために迫
害が大きくなりました。（中略）全部で、20 人の人々が
キリスト教信仰のために命を落としました。ほかのも
のは不屈の精神でひどい責め苦を受け、耐えました。ど
のようにこのような事が起こったのか、それについて
は、私は最近四部の本で扱いましたが、（その原稿は）
ヨーロッパに置いてきました。そこには、日本の勝利
（Japonische Triumph）と（題名を）書きましたが、ひょっ
とするとすでに出版されているかもしれません。（下記
の事をする）前に、何も（印刷に）あげないでくださ
い。（10 月に到着してから）2ヶ月の間に、我々はより
多くの手紙を中国と日本から受け取りました。（マカオ
への）出発の前に、出来れば、（これらの手紙を）ラテ
ン語に訳し、私が残した最初の原稿に加えてくださ
い 85。

つまり、トリゴーは、ゴアで得た情報を元に執筆した
第五章を、ヨーロッパに残した原稿にぜひとも加えるよ
うにと、自ら指示していたのである。その理由は、彼が
目にした未公刊の書簡が、絶対に『日本殉教史』に加え
られるべき有用な情報を含んでいたからにほかならな
い。それは、広島で 1616 年 10 月に行われたドミニクス・
カッゾー（ラテン語 Dominicus Catzo/ フランス語 

Dominique Catzo）の磔刑による殉教であった 86。テクス
トにおいて、ドミニクスの死は、十字架上で果てた聖ア
ンドレに例えられるほか、カルヴァリオの丘（ゴルゴタ
の丘）という比喩により、イエス・キリストの死にすら
なぞらえられることから、その殉教が際立って重要で
あったことが分かる。また、どのように十字架刑に縛ら
れ、十字架が立てられたのか、という具体的なプロセス
についても語られる。これは、すでに 1597 年の磔刑の信
憑性が、物理的側面から疑われていたために、必要な説
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明であった 87。そして、長崎の二十六殉教者同様に、十
字架に架けられた後に脇腹を槍でつかれたというシーン
が、ラテン語版・フランス語版で同様に図像化される［図
11・12］。『日本殉教史』の他の殉教図においては、複数
の死が同じ図像に書き込まれたり、集約されている場合
も多いが、この磔刑に限っては、ラテン語版・フランス
語版双方で、単独で描かれている。フランス語版におい
ては、この挿絵が扉絵をなっていることからも、これが
第五部における最重要事項であったことがうかがわれ
る。トリゴーが、すでに完結していたはずの『日本殉教
史』に、この第五部を何としても付け加えたかったのは、
イエズス会のもとでも磔刑という奇跡的な死（真実の殉
教）が起こった事を示し、イエズス会の日本宣教も、真
実の殉教者を輩出するという「成功」を遂げていると伝
えるためでもあった。これは、イエズス会士を除いた磔
刑図像を盛んに作成し、しかも日本唯一の磔刑として宣
伝していたフランシスコ会への最大の反論として機能し
たはずである。

第五部の磔刑の逸話の重要性は、単に第五部の挿絵（扉
絵）から明らかなだけでなく、『日本殉教史』全体の扉絵
に十字架のモチーフがあしらわれていることからも示唆
される。ラテン語版の扉絵には、タイトルを囲み、イエ
ズス会の創立者イグナチウス・ロヨラとアジア宣教の先
駆者フランシスコ・ザビエルが描かれる。そしてタイト
ルの上部にはカルワリオ十字が刻まれた不思議な薪が描
かれている［図 13］。この薪は、本文テクスト内の第一部
第三章「近々訪れるであろう苦しみを日本人キリスト教
徒へ予言する二つの奇跡の十字架」において言及される。
第一部の第一・二章は、実際の殉教伝に入る前の導入と
して、それぞれ日本の政治や教会の状況を説明するため
に用いられるため、この部分は事実上殉教伝の内容的な
始まりにあたる。

図 11

図 12

図 13
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この奇跡譚の内容は、1590 年頃、小浜という有馬から
三里は離れた場所において、薪の中から十字架の形が出
現したという事件に始まる。さらに十字架の顕現は、1611 
年大村においてファビアンと呼ばれる日本人男性信徒が
割った「日本イチジク（柿）」の木の中にも見いだされた
という。同様の現象は、長崎においても翌年起こったと
トリゴーは続けて語っている。その上で、十字架の出現
が自然に生えている木の幹に出現したという各地の逸話
が羅列される 88。類似の「十字架にまつわる奇跡譚」は、
『日本年報』に採録された 1589 年のルイス・フロイス書
簡、およびフロイスの『日本史』、さらにバ レト写本で
も言及されていることで知られる 89。
一方で、フランス語版の扉絵では、ラテン語版扉絵に
あるのと同じ位置に十字架が描かれるが、こちらは三つ
の十字架が描かれている［図 14］。その理由は、フランス
語版の序文で以下のように説明される。

扉絵に関しては、この国（日本）に現れた三つの奇
跡の十字架を表しています。二つは木の中に現れ、も
う一つは素晴らしい光の中に表れました 90。

フランス語版の扉絵の上部左右に描かれた二つの十字
架は、形状からして木の幹のようなものの上に表現され
ているため、第一部第三章で言及された小浜と大村の十
字架の奇跡であると考えられるだろう。
「素晴らしい光の中に表れた」十字架については、第五
部二一章に該当する記述が見られる 91。この十字架は、
ヨーロッパ人宣教師に代わり日本各地へのキリスト教の
布教を担っていた同宿（ラテン語 Daju/フランス語版 

Dogici ou Doju）のジャン（ラテン語 Ioannes/フランス語 

Iean）と、ペトルス・スススケ（ラテン語 Petrus Sususuque/

フランス語 Pierre Cacusuque）の殉教に伴って顕現した。
彼らは五人の仲間達とともに駿河の国で監禁された後
に、額に十字の焼き印を付けられ、指を切断され、足の
を切断される拷問を受けた。ジャンは、拷問中も仲間

達を励まし、スススケは刑吏に対して改心（改宗）を訴
えすらしたが、拷問後に放置され、二人とも死亡した。そ
の後、ディダクス・マンゴイチ（ラテン語 Didacus 

Mangoichi/フランス語 Didaque Mangoichi）という名のキ
リスト教徒が、七色の虹色の光をたたえた十字架を目に
したが、それは亡くなった二人同様に生き残った五人も、
いずれ信仰の証人・殉教者として戦うことになるだろう、
という神の預言として解釈されている 92。この逸話は、十
字架の顕現という奇跡が、いずれ訪れる殉教を意味する
ことを鮮明に告げているエピソードである。このような
逸話に登場する十字架に脚光をあてたフランス語版扉絵
は、最後に登場する挿絵が磔刑図となった『日本殉教史』
に、図像上の一貫性を一層与えていると言えるだろう。こ
の図像上の一貫性は、十字架の奇跡の顕現に始まり、磔
刑を語る第五部で締めくくられる『日本殉教史』の本文
テクストの内容にも、よく呼応しているのである。こう
した一貫性を意識した時、トリゴーの『日本殉教史』は、
イエズス会から提示された磔刑についての考えを入念に
伝えている作品とも捉えられるのである。

結語にかえて

『日本殉教史』は、内容的には 1620 年までの事象しか
カバーしていない。トリゴーが追加でゴアから送付した
はずの原稿は、少なくとも 1620 年にはヨーロッパに到着
していたはずである。というのも、1618 年 12 月 29 日付
けでゴアで書かれたトリゴーの書簡は、すでに 1620 年に
はケルンで印刷されているからである 93。しかし、『日本
殉教史』が実際に出版されたのは、ラテン語版が 1623 年、
フランス語版が 1624 年で、その原稿は数年ヨーロッパで
寝かされていたと考えるのが妥当である。
もともと日本での殉教者を、教皇庁による聖性の公認

（列聖・列福）の形で顕彰することに消極的であったイエ
ズス会は、この時期にその方針を徐々に変更していった
ように見える。徳川政権に移行した日本では、1613 年 12
月に「伴天連追放文」が発布され、それを受けて 1614 年
に宣教師およびキリシタンの国外追放が命じられた。こ
の後、日本国内でのキリスト教の迫害が増加・激化して
いくのは、『日本殉教史』の内容で触れられている通りで
ある。それと並行して、トリゴーのローマでの働きによ
り 1615 年には中国管区が日本管区から独立し、中国が日
本に代わって潜在的な可能性を秘めた新たな宣教のフロ

図 14
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ンティアとして浮上してきた。そして何よりも、1622 年
にはイエズス会のかねてからの野望であった創立者イグ
ナチウス・ロヨラと、フランシスコ・ザビエルの列聖が
達成された。イエズス会のように、1540 年に承認された
ばかりの新興の修道会にとって、創立の中心メンバーが
聖人となることは、キリスト教社会において他の伝統あ
る修道会に負けない地位を確立するためには、是非とも
必要なことであった。少なくともそれは、日本における
殉教者の早急な列福により、日本宣教の勝利を欧州内で
宣言する以上に重要なことであると捉えられていたので
はないだろうか。日本の殉教者の栄光が、創立者らの名
声をかすませる事は避けねばならなかった。そのような
意識が垣間見られるのが、1623 年に出版されたトリゴー
の『日本殉教史』のラテン語版扉絵である［図 13］。ここ
では、本の主題が日本の殉教者であるにも関わらず、本
のタイトルの左右に、列聖されたばかりのロヨラとザビ
エルが、本の内容には直接的に関係しないにもかかわら
ず描かれている。しかも、聖性の表象たる光輪を頭頂に
かかげ、列聖されたばかりであることを視覚的に明示し
て、日本での宣教（ひいては殉教の栄光）の下地をつくっ
た先人たちの偉業を訴えかけている。1622 年以前のイエ
ズス会による日本殉教伝の出版が、フランシスコ会に比
較すると少なく、殉教に関する刊行物の多くが年報や書
簡の出版という体裁をとっていたのも、このような先人
たちへの配慮による所が大きいだろう。
しかし、『日本殉教史』刊行（1623・1624 年）以後は、

イエズス会も様々な日本殉教伝の刊行するようになっ
た。ラテン語版刊行の前年には、死の前からイエズス会
士に英雄視されていたカルロ・スピノラが殉教し、すぐ
に彼の列福活動が始められた 94。こうした文脈で、イエ
ズス会にとって殉教伝の執筆と出版は、殉教者の聖性を
宣伝し、列福活動を円滑にするための手段となっていく
のである。

［付記］この研究は、日本学術振興会特別研究員（PD）研
究奨励費の支援を受けて執筆された。また、本論文執筆
にあたり、ご指導いただいた日本芸術大学名誉教授木村
三郎先生、および資料調査に協力いただいた 

Jesuitenbibliothek Zürich の Esther Schmid Heer 女史、Mark 

Greengrass先生 , Harvard 大学 Houghton Library に心から
感謝の意をお伝えしたい。

註
１　例えば、日本語によるキリシタンの殉教史の通史としては、
片岡弥吉『日本キリシタン殉教史』（時事通信社、1979 年）が
まず挙げられるが、ここでもトリゴーの著作は何度も引用さ
れている。この研究には脚注がないが、例えば 186、204-207、

325 頁などでトリゴーの書が言及される。
２　ラテン語には、微妙にタイトルの異なる版が存在する。こ
の時代のヨーロッパで出版された書籍の常として、非常に長
い題名が扉に付されており、その内容には献呈された人物名
も含まれる。その献呈対象の記述部分に異同が見られる。本
文では用いた版は以下のようになっている（紙面の都合のた
めに、引用文に改行を反映出来ないが、/ を改行部分に挿入
しておく）。“ad Serenissimos Principes / Gulielmum Parentem, 

Ferdinandum et Maximilianum / S. R. I. septemviros electores, 

Albertum / F. F. F. / Com. Pal. Rheni utriusq. Bavar. Duces.”（静謐
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